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法 律
政
O勤労者財産形成促進 法の一部を改正する法律（55)
0昭和4 2年 度以後における国家公務員共済組合等からの年金の額の改定に関する法律等の一部を改
正する法律（56 ）（号外 ）
.A. 可ヲ
O恩給法等の一部を改正する法律附則 第14 条の 2 第 1 項の年金たる給付等を定める政令の一部を改
正する政令（ 145 ) 
0勤労者財産形成促進 法施行令の一部を改正する政令（147 ) 
0国家公務員共済組合法施行令等の一部を改正する政 令（ 14 8 ) （号外 ）
告 示
。昭和58年 度科学研究費補助 金の計画調書の提出 期間を定める件（文部7 8)
0教員の免許状授 与の所要資格を得させるための大学の課程を認定した件（文部81 )
0教員の免許状授与の所要資格を得させるための大学院の課程を認定した件（文部82)
0教員の免許状授与の所要資格を得させるための大学の専攻科の課程を認定した件（文部83 )
O教員の免許状授 与の所要資格を得させるための大学の聴講生の課程を認定した件（文部84 )
O養護教諭養成機 関を指定した件（文部85)
0教員養成機 関を指定した件（文部86 )
学 内 規 則
.
.
. ·.·＝：：：：＝···：＝.コ：：＝... ：：.：古川Z山ι＇＝＇＂＇＝＇…Z中：：：＝：：：.·＝.. ＝；川
富山大学経営短期大学部学則の一部改正
富山大学経営短期大学部学則 の一部を改正する学則 を次のとおり 制定する。
昭和5 7年5月6 日 富山犬学経営短期大学部学長
富山大学経営短期大学部学 則の一部を改正する学 則
富山大学経営短期大学部学則 （昭和34 年4月1 日 制定） の一部を次のように改正する。
第37条中「 l単位ごとに5,000 円」を「l単位ごとに6 ,000 円」に改める。
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（長官官）
5 ・25
5 ・25
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5 ・25
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柳 田 友道
昭和57年6月1日発行
附 則
品且ザー 報
この学則 は， 昭和57年5月6 日 から施行し， 昭和57年4月1 日 から適用する。
砂富山大学経営短期大学部学則 の改正理由
国立学校における聴講生の授 業料の額が改正されたため。
昭和57年度第2固評議会（ 5月6 日 ）
（審議事項）
言語王宝：号室？句苦器岩部:ifiif!S珪亘書誌主主三言語言語三思苦言語主：主主喪主三
(1）教育公務員特例法第9条による富山大学評議会 が行う審査に関する要項の制定（案） について
昭和57年度第1回事務電算化委員会（ 5月7日 ）
（審議事項）
(1）事務用電子計算機 導入機種選定について
授業料等減免選考委員会（ 5月11日 ）
（審議事項）
(1）昭和57年 度前期分授 業料免除について
昭和57年度第2回補導協議会（ 5月11日 ）
（報告事項）
(1河本育部会1 号委員（部会長） について
（審議事項）
(1）第27回大学祭について
昭和57年度第1回低温液化室運営委員会（ 5月11日 ）
（審議事項）
(1）昭和57年 度運営費等について
(2）室長の推薦について
昭和57年度第1回学園ニュース編集委員会（ 5月13日 ）
（審議事項）
(1 ）第3 9 号学園ニュースの発行計画について
富山大学入学者選強健康診断判定基準専門委員会（ 5月14日 ）
（審議事項）
(1）富山大学入学者選抜健康診断判定基準の改善について（継続審議）
昭和57年度第2回附属図書館商議会（ 5月18日 ）
第223号
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昭和57年6月l円発行
（報告事項）
(1 ）図書館報発刊について
（審議事項）
学 報
(l）昭和57年度図書資料（大型コレクション）収書計画について
(2）昭和57年 度製本費について
(3 ）昭和57 年 度附属図書館運営費について
(4 ）昭和58年 度概算要求（案）について
昭和57年度第1回入学者選抜方法研究委員会（ 5月25日 ）
（審議事項）
第223号
(1 ）昭和60 年 度以降の共通第 1 次学力試験における高等学校の「職業科」に係る出 題科目についてのアンケート調
査について
昭和57年度第1回入学試験管理委員会（ 5月25日）
（報告事項）
(1 ）昭和57年 度入学状況について
（審議事項）
(1 )昭和58年度富山大学入学者選抜試験の実施に伴う基本方針について
(2維薦入学等について（経済学部）
昭和57年度第1回入学者選抜方法研究委員会専門委員会（ 5月27日 ）
（審議事項）
(1 ）入学者選抜方法の改善に伴う昭和56 年 度以降の調査研究事項について
昭和57年度第3回評議会（ 5月28日 ）
（報告事項）
(1 ）国大協第 3 常置委員会及び東海北陸地区国立大学長会議について
(2）昭和58年度概算要求基本方針について
(3 淳士宮人事について（教育学部）
(4 ）大学祭及び、体育祭について
(5 ）学生の動向について
（審議事項）
(1 ）昭和58年度富山大学入学者選抜試験の実施に伴う基本方針について
昭和57年度第2回事務協議会（ 5月31 日 ）
（審議事項）
(1 ）昭和58年 度概算要求の基本方針について
(2）会計実地検査について
昭和57年度第1回事務改善委員会（ 5月31日 ）
（審議事項）
(1 ）事務改善について
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研 究 種目
自然災害特別研究
エネルギ一特別
研究（核融 合）
総 合 研 究 A
一般 研 究 A
一般研 究B
一般 研 究C
昭和57年度科学研究費補助金交付内定者
研究代表者
教養部
林
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小
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工
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学
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林
教授
嘉一郎
人文
学
部教授
小
谷
仲 男
人文
学
，
馬
部助教授
夫 進
人
藤
文
学
本
部
助
教
幸
授
夫
教
野
育
学
村
部教授
昇
理中
学
部
村
教授
良 郎
工
池
学
部教授
田 正 夫
工
杉
学
部教授
本 益 規
自背 1L 2果 題
中部日 本の休火山に関する活動予知のための基礎的研究
二次電子増倍管表面へのトリチウムの吸着とその影響に関
する研究
富山湾黒部川扇状地沖埋没林の研究
諸藩旧蔵和 書の研究
火山性蒸気一熱水一岩石系における水の挙動と起源の解明
島弧の火成活動の地球化学的進 化の研究
コンピューター検索システムによる現行スワヒリ語の文例
の基礎的分析
マイロナイトの構造岩石学的研究
下等脊椎動物におけるCALCEMIC ホルモンの標的器官
の決定とレセプターの解明
塩 化ピニル重 合の暴走時における人間の制御特性
仏教美術を中心とした東西交渉史の研究
明清都市社会の研究
日 本現存朝鮮古刊本の調査とその語学的・書誌学的研究
フェノール類並びにアニリン類のHLC挙動と一斉分析の
研究
Dede Kind Domain およびWitt環の研究
ガス分析法によるMnO・Fe20s のC 還元に関する基礎
的研究
造粒と分粒との同時操作による省エネルギ一的粉体プロセ
スの開発
工
新
学
部
井
助教
授甲 金属硫化物の浸出 特性に関与する固体側因子の影響
工
龍
学部
山
助教授智 栄 III -VI族層状半導体のインターカレーションとその電子物性
工
松
学
部
木
助教授
賢 司 超音波振動による超塑性変形能の向 上に関する研究
教
葛
養部教授
晋 治 Bergman 核とその固有値の変分についての研究
教
河
養部教授
野
昭 一 高等植 物繁殖戦略の比較生態学的研究
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配分予定額（千円）
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教養部助教授邦
鈴 木
雄
ハムシ科（昆虫綱， 鞘題目）における種内変異の多変量計量
形態学 的研究
奨励研 究 A 人文学
木
部助教授
鈴
敏 昭 幼児における音韻能力の発生過程に関する縦断的研究
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人
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彰
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工
寺
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山
助
手
清 志
工
高
学部
瀬
助
手
均
教養部
林
助教授久
小
寿雄
発令年月日 氏
『西遊記J形成史の基礎的研究（『西遊記』諸版本の検討を
通して）
双曲型多様体上の不変計量について
クラミドモナス鞭毛の屈曲運動調節機 構
日 本産クモヒトデ数種の発生
極低温における厚板の熱衝撃現象に及ぼす局部冷却の過渡
的効果
ガス分析法によるMn,Mn-Fe系カーバイドの組成分析
水平回転 円錐型容器による石炭・水スラリー中の微細石炭
粉の連続湿式 造粒
分枝過程と非線型微分方程式 の極限問題についての研究
名
"''"="'''"''''""''''=''""'''""'"''""''''="'' '=''''='"'=''"""''''=' ＇＇＝＇＇＂� 
人 事 異 動一一 ＝··＝；；··＝；：：：·＝ロ＝＂＇ － 一 ー ー 一 日一 一一一一一一一…ー…＿，，. := .. :=::= ＝：山＝＇＂�
異動前の所属官職 異 動 内 月合句，
57. 5. 17 
花 田 博 子 事務補佐員（経理部主計課）
5 7. 6 .  1 山 西 潤 ー
ク 泉 田 みゆき
，， 松 川 三 郎
，， 吉 村 敏 章，， 小 杉 宏
� 
田 中 重 雄
57 . 5. 31 山 西 潤 ー
57 . 5 .  17 
コ 村 優美子
57 . 6 .  1 根 津 睦 子
助手（福井大学工学部）
文部技協官力（部筑研波究大協学
研
力
究
課）
宮崎 医科大学教務部長
富山大学庶務部長
事務補佐員（工学部），， （経理部主計課）
教諭（教育学部附属養護学校）
講師実践（教研育究指学部導附セ属ン教タ育 ー）
事務補佐員（工学部）
助教授（教育学部）
助手（工学部）
富山大学庶務部長
金沢大学庶務部長
辞職を承認
昭和5 7年5月16日 限り退職
昭和57年任期5満月3了1日限よ り
lこ りill耳哉
- 6 -
第223号
500 
900 
900 
900 
700 
7 50 
800 
800 
8 50 
900 
任命権者
富山大学 長
’， 
，， 
文部大臣
富山大学 長
文部大臣
，， 
富山大学 長
,, 
，， 
第223号報学昭和57年6月1日発行
学 内 諸 報
＝毛主宰五＇＝＇＇＂＂＂＇＂出罫出＇＝＇＂＇·＇＂＂＇＂＂＂＂＇＂＂＂＂＇＇出主主主主主＂＂＂＇＇“氾罫計三思＝
永年勤続者 の 表 彰
本学の昭和57年度永年勤続者表彰式 が， 関 学記念日 の5月31日 午前11時から事務局中 会議室において各 部局長等
列席のもとに執り行われ， 次の35 年勤続16名 ， 20 年勤続14名 の方々に対し学長から表彰状並びに記念品が贈られま
した。
引き続き事務局大会議室において懇談会が開催され， 学長並びに各 部局長等から永年の労をねぎらわれ， 和やか
な雰囲気のうちに終了しました。
子平雄
子
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35年勤続(1 6名 ）
学 生 部
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教 育 学 部
，， 
雄裁雄
市
辰米康伸回
森
野井
松飯
滋藤
工 学 部
教 養 部
附属図書館
経営短期
大 学 部
子政進
睦郎
長
幸和桑吉城部崎高植
結南
島
イシ
教 育 学 部
’， 
経 済 学 部
理 学 部
学 部
和 子
正次郎
隆
英晃
崎
後林
福建
沢
矢杉
御渡
榊
経 済 学 部
20年勤続（ 1 4名）
庶 務 部
経 理 部
学 生 部
教 育 学 部
工
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日本図書館協会創立90周年記念式典の表彰
昭和57年5月21日AB C 会館ホール（東京） において社団法人日本図書館協 会創立90周年記念式 典が行われ， 会
員の功労者， 永年勤続者に対して表彰状並びに記念品が贈られた。
本学からは， 次の方々が表彰されました。
附属図書館 参考係長 斉 藤 隆 (30 年以上）
受入係長 秋 元 国 男 (20年以上）
保健管理センターだより
〈心身症について〉
20年ほど前に， 南カロライナ州の織物工場で 1 人の従業員が「虫」に刺され， H匝気を催し失神した。 これは数日
後の爆発的な「虫刺され」患者発生の引き金となり ， 合計62名の患者が出たのである。 発症者62名中 52名までが刺
された部位を正確に指摘し， その部位に皮膚の発赤等が認められたが， 肝心の「虫」はだれも見たものがなかった。
実は， この虫は実在しなかったのであり ， いわば想像の産物「幻の虫」だったのである。
こうした出来事はさほど珍しいものではなく， いわゆる集団ヒステリーと呼ばれている現象である。 そのメカニ
ズムは精神感染であり ， 本欄のテーマ「心身症」とは別の範ちゅうに入るものである。 しかし， この例を引き合い
に出したのは，「幻の虫」 がいかにもそれらしい「身体症状」をつくってしまうこと， 換言すれば， こころの作用が
ストレートに身体症状に転換することもある， という事実を知ってもらいたいからである。
さて， 心身症は狭義には心的要因によって生じた疾患， 例えば高血圧や胃潰壌の一部がそれに属する。 また広義
には心的因子 が比較的広くか、わっている身体疾患をさしている。 いずれにしても心が原因となって身体に症状が
でてくるのであり ， その成り 立ちがだれにでもわかり 易いものと少しわかり 難いものとがある。
成り 立ちのわかり 易い例を示そう。 ある患者は， 以前に何度かウルシにかぶれたことがある。 つまり 彼はそうい
う体質を持ってわり ， また自分はウルシlこ弱いと信じている。 今， 目かくしをした彼をクリの木で作ったアーチの
下を通らせ， その後で「ウルシのアーチを通らせた」と告げる。 彼の皮膚はみる聞に発赤， 腫脹し， まもなく立派
なウルシかぶれ（接触性皮膚炎） に擢ってしまった。 同様に今度はウルシのアーチをくぐらせ，「クリのアーチを通
った」と知らせる。 この場合， 彼の皮膚にはまったく変化が起らない。
この実例で「彼のカブレ」の成り 立ちが簡単に理解できるはずで、ある。 このカブレ発症の機序は上述の「虫刺さ
れ」 にかなり 近いものである。 しかし， 心身症の多くは， 心と身体の関係をそれほど明瞭には語ってくれない。 平
常， 無気力な男 が労働組合の委員を務めることになった。 まもなく彼は胃十二指腸潰壌に，寵るといった場合， 心の
動きと身体症状発症とのか 温わり については相当な専門的分析が必要となろう。 もっとも， 素人っぽく言えば，「ス
トレスが原因でしょう」くらいで済むことは済むが。
紙幅の余裕もなくなってきたので， 一般に心身症とみられているものを急いで列挙すると，（A）呼吸器系：哨息，
呼吸困難， 過呼吸症候群， (B)i盾環器系：狭心症， 高血圧，（C）骨格運動器系：関節リウマチ，（D）消化器系：幅気， H匝
吐， 食欲不振， 胃潰蕩， 過敏大腸，{E）泌尿生 殖器系：インポテンツ ， 頻尿，（F）皮膚系：じん麻疹， 撞惇症，（G）内分
泌代謝系：甲状腺機能尤進 ， 糖原病， 神経性食欲不振症，（問中枢神経系：めまい， 頭痛， などがある。
念のために記しておくが， 上に列挙した疾患は「こころだ け が原因」という場合はむしろ少なく， カブレの例の
ように， 当該疾病に弱い体質 を 基盤 にして， それに心の因子 が重畳したとき生じ易いというふうに御理解いただき
T二、、《
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なお，「，じ、身症」はマスコミの無思慮な報道による誤解がもとで最近世間を騒がしているが， 心身症患者は航空機
を操縦して差し支えないことはもちろんである。
保健管理センター 教授 中村 剛
砂 次号の保健管理センターだよりは， 高尾テルノ講師による「心のトラブル」を掲載します。
就 職協定に ついて
富山大学学生 部長 四谷 平治
例年大学卒業予定者の就職事務につきましては， 大学等11 団体からなる就職問題懇談会において決定された「昭
和54 年度以降の大学及び高等専門学校卒業予定者のための就職事務に関する申し合わせ」， いわゆる「就職協定」
を踏まえて実施しているとごろですが， 引き続き本年度も文部省大学局長から協定遵守についての通知がありまし
たので， 教職員におかれましでもその主旨を御理解の上御協力下さいますようお願いいたします。
言己
・学生に対する求人内容の提示 卒業前年の9月10日以降
・求人（求職） のための企業と学生の接触開始 卒業前年の10月1 日
・選考開始 卒業前年の11月 1日
＠ 退斤， 退室の際には， 電気， ガスの消し忘れ， タバコの吸殻の後始末に十分注意し， 火災の予防に
，心がけましょう／！
。 電気， ガス， 水の省エネ・省資源に協力しましょう．ゲ
一一一一一一一一一一一一一一
職 貝 消 息
＂＇＂·＂＂＇＂＂＂＂＂＂＇＂＂ 】＇£：CC '=eCC:'E.: 'E.:CC'E.: ＇＝＇＇一一一一
〈改 姓〉
教養部
事務補佐員 三浦みより 旧姓 国分
〈新任者〉
庶務部
庶 務 部 長 小杉 宏
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教育学部
助 教 授 松JI！二郎
工学 部
助 手 吉村 敏章
事務補佐員 泉田みゆき
教養部
助 教 授 気賀津保規
〈住所変更〉
教育学部
講 師
木下資一
工学 部
助 教 授 小林信之
助 手 春山義夫
教養部
事務補佐員 コj甫みより
＝ 五百五＝：－：：：：苦言？？三五宗五三宮＇：＝：：：.云主主三畏＇＇·三在日きささi三更さ主主主主君主主主壬
主 要 行 事
主主宰：五主主主至言言至宝？.：.＂店主珪去＂＂＂＂＂＇＇＇主主店主君主主：主主主主主号間三主主正
部｜
（於東京医科歯科大学）
12日 昭和57年度国立学校施設実態調査表の提出
（於文部省 名古屋工事事務所）
5月6 日 第2 回評議会 昭和5 7年度学生の厚生補導関係事業計画の
7 日 第1 回事務電算化委員会 説明（於文部省）
第38回東海・北陸地区国立大学長会議及び 13日 放射性同位元素総合実験室運営委員会
事務局長懇話会（於名鉄トヤマホテル） 第1回学園ニュース編集委員会
国立大学入学者選抜に関する第3団地区連 13～14 日 第34回東海・北陸地区国立学校等庶務部課
絡協議会（於名鉄トヤマホテル） 長会議（於静岡大学）
全国保健管理協会東海・北陸地方部会幹事 14日 富山大学入学者選抜健康診断判定基準専門
会（於金沢大学） 委員会
11日 低温液化室運営委員会 第34回北陸地区国立大学体育連盟運営協議
第2 回補導協議会 会（於福井大学）
第2 回授 業料等減免選考委員会 17日 部課長会議
昭和5 7年度営繕工事要 求の説明（於文部省） 18 日 国立大学入学者選抜研究連絡協議会中部地
昭和5 7年度電気工事標準仕様書説明会 区協議会設置準備会（於名古屋大学）
10 
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学
201 I 第3田富山大学短期高等教育機関（高岡）
創設準備委員会専門委員会
第62回東海・北陸地区国立大学学生部課長
会議（於金沢大学）
21日 昭和57 年度文部省共済組合全国主管課長会
議（於国立科学博物館）
中部地区学生補導厚生研究会常任幹事会及
び第26回総会（於京都大学）
24 日 昭和57 年度国立大学事務局長会議（於国立
教育会館）
25日 第l回入学試験管理委員会
第1 回入学者選抜方法研究委員会
26～27日 昭和57 年度国立学校経理部課長会議（於東
京医科歯科大学）
27日 第1回入学者選抜方法研究委員会専門委員ム去
第36回国立大学学生部次長協議会（於電気
通信大学）
昭和57 年度大学高等専門学校奨学事務協議
会及び説明会（於金沢大学）
28日 第3回評 議会
部局長懇談会
昭和57 年度国立大学学生部次長・課長， 国
立高等専門学校学生課長会議（於全国町村
議員会館）
31日 昭和57 年度永年勤続者表彰式
第2回事務協議会
第1回事務改善委員会
｜人 文学部｜
5月7 日 学部教務委員会
10日 入試検討委員会
11日 紀要委員会
12日 学部補導委員会
教授会
13日 10月 移行対象者オリエンテーション
予算委員会
14 日 教育実習委員会
21日 学部将来計画委員会
教授 会検討委員会
24日 入試検討委員会
26日 教授会
報 第223号
人事教授 会
28日 異率会役員会
5月7 日 学部補導委員会
10日 将来計画委員会
12日 学部教務委員会
教授会
人事教授 会
14 日 X線間接撮影
1 5日 職業補導委員会
18 日 附属小学校教育研究発表会
20日 日 本教育大学協会第二部会音楽部門総会
（於千葉大学）
20～21日 日 本教育大学協会北陸地区評議員会（於新
潟大学）
日 本教育大学協会北陸地区二部会技術・職
業， 職業指導部門研究協議会（於金沢大学）
21日 日 本教育大学協会理事会（於東京学芸大学）
20～21日 全国国立大学教員養成学部事務長協議会
（於島根大学）
22～23日 全国国立大学附属学校連盟昭和57 年度全国
理事会・第33回代議員会（於熱海市）
25日 富山大学自然観察実習センタ一運営委員会
25～26日 日 本教育大学協会北陸地区第二部会家庭科
研究協議会（於新潟大学）
26日 予算委員会
28 日 学部図書委員会
29 日 学部補導委員会
｜経 済学部｜
5月10日 日 海研運営委員会
13 日 拡大教務委員会
14日 学部将来構想検討委員会
19 日 学部教務委員会
学部将来構想検討委員会
教授 会
24 日 学部補導委員会
27 ～28 日 昭和57 年度国立11大学経済・経営学部長及
び事務長会議（於滋賀大学経済学部）
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29 日 論集委員会
命＆・h号・
学
世
5月11日 教育実習委員会
13～14 日 国立15大学理学部長会議（於愛媛大学）
18日 学科主任会議
19 日 学部補導委員会
教授 会
理学研究科委員会
人事教授 会
26日 健康診断判定基準に関する会議
2 8日 異率会役員会
� 
尚子 部
5月7 日 学科主任会議
12日 教授 会
工学研究科委員会
20日 第32回国立大学工学部長会議（於鳥取大学）
26日 共通機器運営委員会
EJ 
養
5月7 日 教官定員配置検討委員会
将来計画・予算・教官定員配置検討合同委
員会
12日 補導委員会
教授 会
14 日 胸部X線間接撮影
19 日 教授 会
20日 講演会 演題「ワイマル とローマの聞のゲ？
一ア」
講師 デートレフ・リコーダース博士
（西ドイツ， フランクフルト・ゲーテ博
作館館長）
26～27日 全国国立大学教養部長・事務長協議会（於
群馬大学）
一 館 一一 書 一一図一一属 一
報 二 附
一
第223号
5月12日 富山県図書館協会総会（於富山県立図書館）
14 日 係長事務打ち合わせ会
X線間接撮影
18日 商議会
20日 理事会（国立大学図書館協議会）（於東京大
学）
北信越地区国立大学附属図書館事務部・課
長会議（於銀杏荘（東京） ）
2 1日 国立大学附属図書館事務部課長会議（於東
京医科歯科大学）
27日 附属図書館電算化委員会
係長事務打ち合わせ会
トリチウム科学センター
｜
5月7 日 トリチウム科学センター運営委員会
19 日 従事者等健康診断
｜
保健管理センター ｜
5月7 日～
6月30日 定期健康診断
8 日 臨時健康診断（ラグビ一部）
10～25日 レントゲン間接撮影
13日 臨時健康診断（対抗駅伝大会）
14 日 入学者選抜健康診断判定基準専門委員会
｜ 経営短期大学部 ｜
5月6 日 第 4回教授 会
14 日 第 l回授 業料等減免選考委員会
15日 経・短親睦会定期総会
20日 第 1回奨学生選考委員会
第2 回財務委員会
29 ～30日 昭和57年度厚生補導特別企画学生研修会
（於富山県五箇山青少年旅行村 ・合掌の里）
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主主三三主主主主＇·＂＂言詰:Cf·三三百五言r己主主三主主三三主主＂＂＂＇＇三宮出＂＂＇＇ 宣告三君主＂·＂＂
事ヰ
＝＇＂＇＂王室三五＂＂＂：：.；＂＇＇＂主主王室主主主：三言語軍吉'Ef"!E＇！＇凶王＂＂＇＇迫害詰！と書道言ヱ
昭和56年度卒業生産業別就職状況
子 音E
学
部
人女
教
育学部
語
学
部
理
文章
部
工 i口>.. 
学 字
産 業 別 告E 音E 言十
農 業
林 業
漁業・水産養殖業
鉱 業
建 設 業 1 8 4 3 17 
食 料 ロctロ 8 8 
織 維 工 業 5 3 3 12 
製 印 局リ 2 1 7 3 13 
イヒ 守二 工 業 7 8 16 31 
石油・石炭製品 1 
鉄 鋼 4 4 
造 非 2失 金 属 1 2 9 13 
金 属 製 口仁2口 1 14 2 12 29 
一般機械器具 3 2 40 45 
電気機械器具 1 14 8 45 68 
業 輸送用機械器具 1 8 1 16 26 
精密機械器具 4 1 6 11 
そ の f也 2 4 1 12 19 
百十 11 3 75 25 166 280 
卸小 商 事 貿 易 3 1 4 11 20 
7三企H金E• 百貨店 ・ スーパー 5 27 32 
言十 8 1 31 1 11 52 
昭和57年5月1日現在
銀 行 1 22 23 金融 信用金庫・信用組合 3 25 1 29 
f呆 ｛呆 険 業 1 6 7 
険 証券・商品取引 5 3 9 
言十 10 56 2 68 
不 動 産 業
運 輸 倉 庫 業 4 2 7 
電気・ガス・水道 3 6 9 
ーョF 新 聞 出 版 7 1 8 ス
コ、 ラジオ ・ テレビ 2 1 1 5 
言「 8 2 1 13 
広告 ・観光業 2 3 6 
サ 医 療 保 健 業
教 育 33 173 29 2 237 ピ
非営利的団体 9 1 10 ス 公共企 業体等 1 1 
言十 34 182 3 32 2 1 254 
公 国 家 公 務 員 3 1 9 2 15 
務 地 方 公 務 員 6 3 24 11 4 48 
9 4 33 13 4 63 
上記 以外 の も の 15 3 12 10 1 9 50 
1口>.. 言十 96 195 227 89 3 203 813 
大企業(1�。関空） 27 0 137 29 134 327 規就 中企業（話。空E次） 11 3 42 10 1 54 121 模職 小企業〈誌委長幸） 14 3 15 5 8 45 別先
j£ 業 以 外 44 189 33 45 2 7 320 
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地 域 別 就 職 状 況
昭和56年度
誌と
北海道 東 北 関 東
中 音E
近 畿 中 国 四 国 九 州 海 外 合 計
富山県 そのf也
文理学部 。 。 1 。 1 1 。 。 。 。 3 
人文学部 1 。 14 37 35 6 3 。 。 。 96 
教育学部 。 。 3 152 35 5 。 。 。 。 195 
経済学部 。 。 44 79 74 27 3 。 。 。 227 
理 学 部 。 1 20 31 27 9 1 。 。 。 89 
工 学 部 。 。 44 73 53 30 1 1 1 。 203 
Zロ:>.. 計 1 1 126 372 225 78 8 1 1 。 813 
－－－－－－－－－－ー－－－ ーーーー－ーーー．’ー・－－－ ーー－－－ーー・・・·－－－－ ーー，－－－－ーーーーーーー ーーーーーー－·・a・ーーー． 柚－－－－－－ーー・·－・·－’ －－－，，，・－－ ・・－－－
% 0.1 0 .1 15 .5 45 .8 27.7 9.6 1 .0 0 .1 0.1 。 100 
編 集 富山大学庶務部庶務課
富山市五福3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画
富山市曙町 9の1
電 話 。3)3 3 5 6fft) 
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